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都市の新しい水源

～再生水の利用～
下水道研究部 下水処理研究室 主任研究官小越 眞佐司 研究官山縣 弘樹 

研究官  宮本 綾子 研究官山中  大輔

地球温暖化の進行に伴い日本でも降水パターンの

変化が生じ、洪水と渇水が共に増加すると云われて

いる。このことは、将来、利用可能な水資源が減少

するということにつながる可能性が否定できないも

のの、日本では総人口減少等に伴い水需要の伸びが

停止しており、影響は比較的少ないとも考えられる。

しかし、取水が不安定になる可能性は高いことから、

供給を安定化させる能力の強化は必要である。都市

における水の再利用は、上水使用量を削減させ、取

水量を減少させるので、供給安定化対策として有効

である。 

また、都市のヒートアイランド現象を緩和するた

めに緑化、打ち水、噴霧冷却など、水需要増加を伴 

う対策が考えられている。この様な用途のうち、上 

水と同等の水質を必要としない部分に再生水を利 

用することで、上水使用量の増加を抑制することが

可能である。日本の下水道普及率は人口の70％を超

え、供給した都市用水年間約290億m3のうち143億m3

が下水処理場で処理されて河川や海に放流されてい

る。都市が保有する新たな水資源として、これに追

加の処理を施して再利用することは、需要の場にお

ける水供給安定化策として優れていると考えられる。 

国総研では、再利用の経済性、環境負荷、地域の

特性等を勘案し、都市に賦存する水資源としての合

理的な利用方策について、再生水利用促進のための

施策として反映させるため、海外での事例を参考に

しながら、再生水利用条件とCO2発生率や便益評価な

どとの関係について調査を進めている。 

関連記事 http://www.nilim.go.jp/lab/ecg/gaiyou.htm

下水道における特別セミナー

「水循環の計画と設計」の開催
下水道研究部長 藤木 修

下水道研究部 下水処理研究室 研究官 宮本 綾子 

新たな水資源として注目されている下水処理水の

再利用をはじめとした、流域および都市での水資源

の循環をテーマとした特別セミナー「水循環の計画

と設計」が国土技術政策総合研究所他の主催で、2008

年1月16日、大阪にて開催された。このセミナーでは、

ストックホルム水賞受賞者である浅野孝カリフォル

ニア大学名誉教授と大垣眞一郎東京大学大学院教授

による基調講演と、専門家および学識経験者による

パネルディスカッションが行われ、約270名が参加し

た。 

浅野孝名誉教授の講演では米国カリフォルニア州

における下水処理水の再利用の実態と課題が紹介さ

れた。近年、同州では水処理技術の向上により、灌 

漑用水、工業用水等への利用に加えて下水処理水の 

間接的な飲用再利用について議論が進められている。 

また大垣教授からは、水循環の持つ自然的・社会的

脆弱性とそれらに対応した水システムの構築の必要

性についての提言をいただいた。 

パネルディスカッションでは、再生水の都市利用

と農業利用におけるリスクマネジメント、開発途上

国の衛生問題の現状、水ビジネスの世界的な展開な

どに関して各パネリストから報告された。引き続い

て参加者からの質疑も交えた活発な討議が行われ、

今後の水循環の計画と設計における再生水利用拡大

の重要性について認識されることとなった。 

国際競争力を支える活力ある社会の実現                 ●研究動向・成果
 

わが国の専門家は国際交通の将来を 

どう見ているか？ 
～アジア地域を対象とした国際交通・経済に関する 

将来シナリオ～ 
                             

港湾研究部 港湾システム研究室 主任研究官 柴崎 隆一 

（キーワード） 東アジア，将来シナリオ，デルファイ法，国際交通，国際経済  

 

１．研究の概要 

(1) 研究目的と成果 

東アジア地域を中心とした国際経済や交通のあ

り方に関する議論や，将来予測を行う際の一助と

することを目的に，同一の回答者（専門家）に複

数回（今回は２回）のアンケートを繰り返すこと

によって，回答者が有する将来見通しの明確化と

意見の収斂等を図るデルファイ法に基づいたアン

ケート調査を行い，最も蓋然性の高い将来シナリ

オをとりまとめた． 

(2) 成果の活用 

 本研究の成果は，国際交通インフラの将来像や

そのあり方に関する議論を行う際に，大いに参考

となり得るものである．また，調査結果や今回設

定した定性シナリオを踏まえて今後定量的なシナ

リオを設定すれば，国際貿易額や貨物流動量とい

った貨物需要の将来予測を行う際の入力としても

活用が期待される． 

 

２．調査の概要 

本調査は，土木学会国際交通ネットワーク戦略

研究小委員会（委員長：黒田勝彦神戸大学名誉教

授）内に設置された将来シナリオ・ライティング

WG（主査：吉田恒昭東京大学教授，阿部一知東京

電機大学教授）との連携・協力のもと，実施され

た．設問内容については，国際経済モデルや国際

交通モデルにおける入力や出力結果の検証に利用

すると同時に，より幅広く一般的（定性的）な議

論を行う際にも参照できるよう，経済動向，港湾・

海運，空港・航空，荷主や陸上輸送の動向など，

多数の設問（国際経済分野81問，国際交通分野103

問）を用意し，これらの分野を専門とする研究者・

実務者に広く協力を呼びかけ，93名から回答を得

た．なお，調査結果（例を図-1に示す）および結

果に基づき設定されたシナリオについては，文末

に記載した参考文献を参照されたい． 

 
問：東アジア諸国の実質経済成長率は、中国を除いて近年4～

6％で推移しています。今後、成長率は現状と比較してどのよ

うに推移すると考えられますか。 
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問：世界の国際海上コンテナ貨物需要は、近年（過去５年間）

では年平均11％程度の伸びを示しています。今後、この増加率

は現状と比較してどのように推移すると考えられますか。 
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図-1 アンケートの設問と結果の例 
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＊将来シナリオは以下のHPからもダウンロード可能． 
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